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〈概容〉 

本論文は、小学校家庭科における「個性を活

かす着用」を考える授業を開発し、その成果と

課題を明らかにしたものである。 

第 1 章では、近年のジュニアファッション市

場やファッションに対する小学生の意識につい

て論じ、現代の小学生はおしゃれ意識が高いこ

とを示し、中学校家庭科で学習する「個性を活

かす着用」について小学校家庭科の中でも扱う

必要性を論じた。 

第 2 章では先行事例について述べた。小学校

で行っている事例は尐なく、某繊維商社が出張

授業を行っている事例を 2つ示した。 

第 3 章では研究目的と研究方法について述べ

た。本研究の目的は、小学生の子どもたちが服

装の持つ機能を多面的に捉え正しい衣服の着こ

なしができるようになることである。その第一

歩として、小学生の服装に対する意識を改善で

きればよいと考えた。研究方法は、本授業を受

ける前後で、服装を選ぶ際に何を重視すべきか、

という意識が変化したことを明らかにするため

に事前と事後のアンケートを用意した。 

第 4章では授業を開発した視点、授業の概容、

そして授業実践の様子を述べた。本授業では、

「個性を生かす着用」の中でも特に衣服が人に

与える「印象」についての授業を行った。オリ

ジナルで考案した服装ゲームやストールやマフ

ラーを実際に身に付けるアクティビティなど、

子ども達に体験的に学ばせる活動を多く入れた。 

第 5 章では本授業の結果を述べた。事後アン

ケートの結果を質問項目ごとに分析している。 

第 6 章では本研究の成果と課題について述べ

ている。 

アンケート結果により、本授業を受けた子ど

も達の約 8 割(25 人中 20 人)がこれから服を着

る際に相手に与える「印象」を考えて着る（時々

着る）と回答したという調査結果に関しては成

果といえた。しかし、「服を着る際に何を重視す

るか？」の問いに対して記述させる項目では、

「印象」というキーワードを回答する子どもは

尐なく、満足のいく成果を上げられたとは言い

難いアンケート結果となった。アンケートの質

問の仕方を事前と事後で変えなかったこともあ

り、アンケートを事前と事後で書き換えること

で改善されると論じた。 

課題としては、小学生の子ども達に服装の持

つ機能を多面的に捉え正しい衣服の着こなしを

考える力を身に付けさせるには本授業だけでは

足りないということである。そのためには「印

象」だけでなく、社会生活上の機能、そして「快

適さ」（保健衛生上の着方や生活活動上の着方）

という機能を一つにつき１～2時間時間を設け、

最後にまとめとして、衣服の持つどの機能を優

先的に選べばよいか考えさせるという体験的な

授業を用意する必要があると述べた。 


